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今回は法人2地区の通所支援事業所の
取り組みを特集しました。地域ごとの特色

や支援の工夫が伝われば幸いです。また、10/31（土）
と11/1（日）開催のおひさまフェスも準備が進んで
います。皆さまのご参加を心よりお待ちしています。

編集
後記

　　　　　公益財団法人JKA様の補助により送迎用
車が納車（クリーニングのおおくま共生園）
　９月２４日、JKA様の競輪とオートレースの補助事業
により、日産セレナ８人乗りが納車されました。
　すわり心地もよく、また、女性職員でも運転しやすく、車体への表示もさわやかな
色合いで、利用者さんの送迎はもちろん、クリーニング品の納品回収にも大き
な効果が期待されます。

メモ・MEMO おおくま共生園

サービス内容としては、①児童発達支援
（未就学児）②放課後等デイサービス（小学生
から高校生）③保育所等訪問支援（幼稚園・
小学校等へ訪問しての助言）を３本柱とし
支援しています。また、ワンストップの相談
窓口を設置、ご家族や関係機関への学習会・
研修も行い、多方面から子どもの育ちを応援
する取り組みをしています。
　スタッフには保育士の他、看護師や医療的
ケア児等コーディネーターが在籍しています。
医療的ケアの必要なお子さんはもちろん、
どのお子さんにも、好きなこと・得意なこと
を活かした支援を心掛けています。

当法人が田村地区に児童通所事業所を開所したのは、平成22年のことです。それから１５年の間に４か所の
「のびっこらんど」が開設され、地域の発達支援を担うかたちとなりました。当事業所は、令和４年度から
「児童発達支援センター」として田村地区の基幹的な役割をしています。

ワークスペース・アシスト
令和8年7月15日（水）
東北労働金庫様より寄付を頂きました。
大切に使わせていただきます。

寄 付

〈 入 職 者 〉
多機能型事業所 田村　支援員

白　岩　綾　子
東洋健生園　支援員

栗　林　智　枝
田村・小野基幹相談支援センター　相談支援員

松　本　恵　子
東洋健生園　支援員

佐久間　祐誠

法人ホームページの
QRコード

2つの
事業所
紹介

特集 児童発達支援センターつくし

おひさまフェス2026 開催決定！

事業所
紹介
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双葉地方児童発達支援センター
中庭で遊ぼう！

「ねんど遊び」の
一コマ

「夏祭り」の一コマ

学童行事「わんぱくパークに行こう！」

双葉地方に初めて児童発達支援センターとして
今年の4月に開所致しました。目の前には、田んぼ
が広がり富岡町の自然や四季折々の景色が感じ
られる場所になっています。8町村(浪江町・双葉町・
大熊町・富岡町・楢葉町・広野町・川内村・葛尾村)を
対象とし、それぞれの地域からお子さんが通われ
ています。開所してから半年が経ち、現在3歳から
15歳までお子さんが通っており、集団・個別指導
を行い、職員間で連携を図りながらそれぞれにあった
プログラムを実施しています。未就学児や学童を
対象とした行事も実施し、異なる曜日のお子さんや
保護者さん同士が交流する機会を設けています。
また、保護者さんやお子さんとの信頼関係を大切
にしていきたいと思います。多くの方に「双葉地方
児童発達支援センター」の事業所名を知ってもらえる
ように、地域の中核的な役割として関係機関との
連携を図っていきますので今後ともご指導、ご協力
をよろしくお願いします。お近くにお越しの際には
お気軽にご見学ください！

事業所
紹介
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◎障がい福祉サービス種別による施設・事業所紹介

あぶくま更生園 田村市（船引町）

毎月ランチやカフェ、買い物の外出支援を行っています。食べたいものや欲しいものを聴き取りし一緒に話し
合い行き先を決めています！職員のサポートを受けながらセルフレジをチャレンジする方もいます��
美味しいものを食べて、ショッピングをしているときの表情はとても明るく輝いており嬉しい気持ちになります✨
気分転換や活力に繋がるよう、安全で楽しいひと時を送れるような外出支援を今後も計画していきます(̂ o )̂／☆

リフレッシュ♪

東 洋 育 成 園 田村市（船引町）

クラブ活動（地域交流会）
今年8月のクラブ活動は、外部の利用者様をお招きし、東洋育成園にて交流会を実施しました。
かき氷を食べながらバルーンアートやカラオケをして楽しみ、昼食は弁当を食べ特別な時間を
過ごすことが出来ました。普段慣れない雰囲気で緊張している利用者様もいましたが、楽しく
参加することが出来ていました。お忙しい中ご参加いただき誠にありがとうございます。

原町共生授産園 南相馬市（原町区）

9月1日(火)、この日は「防災の日」ということで、みんなで防災食を体験しました！水やお湯を
使わず、開けただけですぐに食べられることに利用者の皆さんもびっくり…！実際食べてみると
「おいしい！」との感想が多かったです！具材もたくさん入っていて、食べ応え抜群だったようです(*^-^*)
災害の備えを忘れずに、これからも生活したいと思います！

防災食を体験しました！

障がい者入所支援施設
東洋学園成人部 いわき市（四倉町）

9月8日（火）、日帰り旅行2班として「那須サファリパーク」に行ってきました。
バスの車窓から間近に動物を見られる迫力に大興奮！ライオンやキリン、ぞうなど普段はなかなか
出会えない動物たちとの触れ合いに利用者の皆さんも大変喜ばれていました。
昼食は「お菓子の城　那須ハートランド」に立ち寄り、五彩わっぱ膳をいただきました。旬の食材を
使ったお料理に、皆さん笑顔で「美味しい！」と声をあげながら召し上がっていました。
食事も観光も盛りだくさんで、思い出に残る一日となりました。

日帰り旅行(那須サファリパーク）

東 洋 健 生 園

9月15日(火)、日帰り旅行として、バスでお菓子の城ハートランドと那須どうぶつ王国へ行きました！
まずハートランドでは、お昼ご飯にかにや筍、鶏肉や海老など具沢山のわっぱ飯を食べました！豪華で
美味しいお昼ご飯で利用者もとてもお腹いっぱい、大満足な様子でした。その後は那須どうぶつ王国へ！
皆大好きなソフトクリームを食べ、動物と触れ合ったり園内を散策したりして楽しい時間を過ごしました！！

日帰り旅行第1班（　）!!

そうま楽憩園 相馬市（赤木）

秋の訪れ！
9月20日(日)、敬老会とお月見会を行いました。はじめに、健康で長生きする為の秘訣について、食事や
運動、そして、みんなと仲良く笑って過ごすことが大切と、皆さん真剣に聞いていました。レクリエーション
ではボールを使ったビンゴゲーム。運動が大切とお話をした事もあり、みなさん一生懸命に取り組んでいました！
レクリエーション後は、お待ちかねのお月見会！月見饅頭とジュースを喫食し満面の笑顔。秋を感じる
ひと時でした。これからも、みなさんが健康で過ごせますように！

いわき市（内郷）

かき氷・
弁当

バルーンアート・
カラオケ
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のびっこらんど美山 田村市（船引町）

お月見と団子
9月12日(土)にのびっこクラブでお月見団子を作りました！だんご粉をこねたり丸めたり楽しみながら取り組めました。団子を
ゆでている間はお月見をするために月の製作を行いました。ティッシュを貼る人、色を塗る人などそれぞれ役割分担して
大きなお月様を完成させることが出来ました！完成したお月様を見ながら作ったお団子を食べて満喫した時間を過ごしました。

児童発達支援センターつくし 田村市（船引町）
電車に乗ってサイゼリヤに行こう！
9月26日(土)と10月3日(土)に船引駅から電車に乗って郡山駅までお出かけしました！電車の中は混んでいましたが、ルールや
マナーを守って乗ることができました。郡山駅に到着した後は、駅前にあるサイゼリヤへ！注文した料理が運ばれてくると、お友達
やスタッフと楽しくお話しながら食べたり、ドリンクバーへ飲み物を取りに行ったりしながら楽しい時間を過ごしました。「みんなと
一緒に行けて楽しかった！」「初めてのサイゼリヤ美味しかった！」などの声も聞かれ、皆さん大満足のお出かけとなりました☆彡

のびっこらんど悠悠 いわき市（平）

お買い物体験をしました♪
9月12日(土)、500円を持って駄菓子屋さんに行きました。たくさんのお菓子の中から「どれにしようかな？」
と悩みながら選んでいました。高学年のお兄さん・お姉さんたちは500円以内に収まるように電卓で計算を
しながらお菓子を選ぶ姿が立派でした(̂ ♪̂帰ってからはお金の計算をして残金があっているか確認しました。
そのあとはお菓子を２つ選んでみんなでパクリ♪ついつい笑みがこぼれてしまうこどもたちでした(*^^*)

のびっこらんど泉 いわき市（泉町）
ハロウィン制作��ハロウィン制作��
10月は未就学児も学童も、みんなで同じ制作をしました♪ハロウィンに向けてオリジナルのモンスターを
作りました。好きな色の毛糸を選び、好きな長さに切ってラミネート用紙にはさみ、形を整えたら、いざ
ラミネートへ！ぺちゃんこになっていく様子を興味津々で見つめていました。そのあとはシールや画用紙で
飾り付けをしてかわいかったり、かっこよかったり、怖かったり…個性豊かなモンスターが完成しました☆

9月1日(火)に地震と火災を想定した避難訓練を実施しました。訓練では、避難の際の約束や安全
な行動について確認するとともに、職員による消火訓練も行いました。実際の場面を想定して取り
組むことで、子どもたちも「もしもの時」にどう行動をすればよいかを学ぶ機会となりました。

のびっこらんど三春 田村郡（三春町）
みんなで学ぶ！防災の日

のびっこらんど愛愛 南相馬市（原町区）

8月31日（月）～9月4日（金）にかけて、未就学児さんの集団活動で消防サーキットを行いました。名前を呼ばれた
お友達はいざ出動！防災の日に、ちなんで防災頭巾を被る練習も取り入れました。その他にもシューズを履く・上着を着る
など生活動作を行い、かっこよく消防隊に変身！火の的にボールを投げ、お友達と協力して消火することができました♪

消防サーキット！

のびっこらんど原町 南相馬市（原町区）

参観日
9月26日（土）午前のグループを利用されている未就学のお子さんを対象に希望者を募り実施しました。
予想よりも希望するご家庭が多く、2クールに分けて1つ1つのご家庭とじっくり向き合えるよう配慮しました。
普段取り組んでいるお勉強の内容や支援の工夫をお伝えし、日々の関わりのヒントになれば…と思います。
連絡帳では伝わらないお子さんの姿に目を細める保護者さんたち。次回の開催は2月頃を予定
していますので今回ご都合がつかなかったご家庭の方のご参加もお待ちしています！

のびっこらんど相馬 相馬市（中村）

水でにじむ、色のふしぎ
9月16日（水）、今日の活動は「滲（にじ）み絵」。コーヒーフィルターに絵の具で下地を作り、上から絵の具で描いたり垂らしたり
しました。最後にスプレーで水をかけると、色がふわっと広がり、思いがけない色の変化に「わぁ！」と歓声があがりました！課題を
楽しんだ後は、ハロウィンに向けて、みんなで飾りづくり♪シールで「こうもり」「おばけ」を作りました。来月のハロウィンも楽しみだね！

相馬市（赤木）
キララまつり
9月26日（土）、カレーパーティー＆ミニ花火大会を開催しました。
16家族51名の方に参加していただき、皆でうちわ制作をしたり、去年よりもレベルアップした打ち上げ花火が上がりました。台風の
影響もあり、天気に左右されましたが、なんとか打ち上げ花火を上げられたのはキララ皆の熱い気持ちが伝わったかもしれません!(̂ )̂!
そして、今年はなんとアンパンマンが登場し、じゃんけん大会や写真撮影、握手会など夏の最後に楽しい思い出の日になりました(*^^*)

のびっこらんどキララ

福祉型障がい児入所施設

9月22日（火）に、社会体験の一環として日用品の買い出しを行いました。事前に必要なものをチェック
して、いざお買い物へ！自分が生活で必要なものは何かな、どんな形だと使いやすいんだろう、自分で
実際にお店で選びながら、相談して、考えて購入することができました。買い物後に早速シャンプーやリンス
を自分専用のボトルに詰め替えて、使用する準備を行いました。丁度良いサイズだったようです(*^-^*)
このような自立支援は、利用者さんたちの将来にもつながる大切な支援です。利用者さん一人一人の目的
に合った支援の提供を日々積み重ねていけるよう取り組んでいます。

東洋学園児童部 いわき市（四倉町）
社会体験で日用品を購入しました。

のびっこらんど いわき市（久之浜町）

ぐちゃぐちゃあそび
8月22日（土）に、未就学児さんを対象に「ぐちゃぐちゃあそび」を行いました。外部講師の小田千尋
先生をお招きし、普段はむずかしいダイナミックな絵の具遊びをしました！手や足に絵の具をつけて紙
にスタンプしたり、スポンジを使って絵を描いたりと思い思いに楽しんでいました。また、自分の着ている
お洋服にも様々な絵の具を染め、オリジナルTシャツにしました。まさに「全身」を使って遊びました！

障がい児通所支援事業所

9月23日(水)に行事としてお好み焼き作りを行いました。当日は包丁やはさみで具材を切ったり生地を混ぜたり
とお友達と協力しながら進めました。「ぼく初めてだからできない」と戸惑うお子さんもいましたが、スタッフが
見本を見せて一緒に取り組み、お友達と励まし合いながら行うことで様々な作業に挑戦することができました。
今後も様々な活動を通して、「自分でできた！」という子どもたちの自信や達成感につなげていきたいと思います。

のびっこらんど田村 田村市（船引町）

お好み焼き作り!(̂ ^)!

10月31日(土)はハロウィンという事で、9月14日(月)から9月16日(水)にかけて未就学児さんの
集団活動で壁面製作を実施しました。子ども達も「どれにしようかな？」と色で迷っていましたが、自分
の好きな色を選び手形を取っておばけの手を作りました！紫色の画用紙におばけの体と帽子を
ステックのりで貼り、星の飾りをつけて完成させています！玄関の壁に飾ってあるので探してみてね♪♪

双葉地方児童発達支援センター 双葉郡（富岡町）

壁面制作(おばけ)
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のびっこらんど美山 田村市（船引町）

お月見と団子
9月12日(土)にのびっこクラブでお月見団子を作りました！だんご粉をこねたり丸めたり楽しみながら取り組めました。団子を
ゆでている間はお月見をするために月の製作を行いました。ティッシュを貼る人、色を塗る人などそれぞれ役割分担して
大きなお月様を完成させることが出来ました！完成したお月様を見ながら作ったお団子を食べて満喫した時間を過ごしました。

児童発達支援センターつくし 田村市（船引町）
電車に乗ってサイゼリヤに行こう！
9月26日(土)と10月3日(土)に船引駅から電車に乗って郡山駅までお出かけしました！電車の中は混んでいましたが、ルールや
マナーを守って乗ることができました。郡山駅に到着した後は、駅前にあるサイゼリヤへ！注文した料理が運ばれてくると、お友達
やスタッフと楽しくお話しながら食べたり、ドリンクバーへ飲み物を取りに行ったりしながら楽しい時間を過ごしました。「みんなと
一緒に行けて楽しかった！」「初めてのサイゼリヤ美味しかった！」などの声も聞かれ、皆さん大満足のお出かけとなりました☆彡

のびっこらんど悠悠 いわき市（平）

お買い物体験をしました♪
9月12日(土)、500円を持って駄菓子屋さんに行きました。たくさんのお菓子の中から「どれにしようかな？」
と悩みながら選んでいました。高学年のお兄さん・お姉さんたちは500円以内に収まるように電卓で計算を
しながらお菓子を選ぶ姿が立派でした(̂ ♪̂帰ってからはお金の計算をして残金があっているか確認しました。
そのあとはお菓子を２つ選んでみんなでパクリ♪ついつい笑みがこぼれてしまうこどもたちでした(*^^*)

のびっこらんど泉 いわき市（泉町）
ハロウィン制作��ハロウィン制作��
10月は未就学児も学童も、みんなで同じ制作をしました♪ハロウィンに向けてオリジナルのモンスターを
作りました。好きな色の毛糸を選び、好きな長さに切ってラミネート用紙にはさみ、形を整えたら、いざ
ラミネートへ！ぺちゃんこになっていく様子を興味津々で見つめていました。そのあとはシールや画用紙で
飾り付けをしてかわいかったり、かっこよかったり、怖かったり…個性豊かなモンスターが完成しました☆

9月1日(火)に地震と火災を想定した避難訓練を実施しました。訓練では、避難の際の約束や安全
な行動について確認するとともに、職員による消火訓練も行いました。実際の場面を想定して取り
組むことで、子どもたちも「もしもの時」にどう行動をすればよいかを学ぶ機会となりました。

のびっこらんど三春 田村郡（三春町）
みんなで学ぶ！防災の日

のびっこらんど愛愛 南相馬市（原町区）

8月31日（月）～9月4日（金）にかけて、未就学児さんの集団活動で消防サーキットを行いました。名前を呼ばれた
お友達はいざ出動！防災の日に、ちなんで防災頭巾を被る練習も取り入れました。その他にもシューズを履く・上着を着る
など生活動作を行い、かっこよく消防隊に変身！火の的にボールを投げ、お友達と協力して消火することができました♪

消防サーキット！

のびっこらんど原町 南相馬市（原町区）

参観日
9月26日（土）午前のグループを利用されている未就学のお子さんを対象に希望者を募り実施しました。
予想よりも希望するご家庭が多く、2クールに分けて1つ1つのご家庭とじっくり向き合えるよう配慮しました。
普段取り組んでいるお勉強の内容や支援の工夫をお伝えし、日々の関わりのヒントになれば…と思います。
連絡帳では伝わらないお子さんの姿に目を細める保護者さんたち。次回の開催は2月頃を予定
していますので今回ご都合がつかなかったご家庭の方のご参加もお待ちしています！

のびっこらんど相馬 相馬市（中村）

水でにじむ、色のふしぎ
9月16日（水）、今日の活動は「滲（にじ）み絵」。コーヒーフィルターに絵の具で下地を作り、上から絵の具で描いたり垂らしたり
しました。最後にスプレーで水をかけると、色がふわっと広がり、思いがけない色の変化に「わぁ！」と歓声があがりました！課題を
楽しんだ後は、ハロウィンに向けて、みんなで飾りづくり♪シールで「こうもり」「おばけ」を作りました。来月のハロウィンも楽しみだね！

相馬市（赤木）
キララまつり
9月26日（土）、カレーパーティー＆ミニ花火大会を開催しました。
16家族51名の方に参加していただき、皆でうちわ制作をしたり、去年よりもレベルアップした打ち上げ花火が上がりました。台風の
影響もあり、天気に左右されましたが、なんとか打ち上げ花火を上げられたのはキララ皆の熱い気持ちが伝わったかもしれません!(̂ )̂!
そして、今年はなんとアンパンマンが登場し、じゃんけん大会や写真撮影、握手会など夏の最後に楽しい思い出の日になりました(*^^*)

のびっこらんどキララ

福祉型障がい児入所施設

9月22日（火）に、社会体験の一環として日用品の買い出しを行いました。事前に必要なものをチェック
して、いざお買い物へ！自分が生活で必要なものは何かな、どんな形だと使いやすいんだろう、自分で
実際にお店で選びながら、相談して、考えて購入することができました。買い物後に早速シャンプーやリンス
を自分専用のボトルに詰め替えて、使用する準備を行いました。丁度良いサイズだったようです(*^-^*)
このような自立支援は、利用者さんたちの将来にもつながる大切な支援です。利用者さん一人一人の目的
に合った支援の提供を日々積み重ねていけるよう取り組んでいます。

東洋学園児童部 いわき市（四倉町）
社会体験で日用品を購入しました。

のびっこらんど いわき市（久之浜町）

ぐちゃぐちゃあそび
8月22日（土）に、未就学児さんを対象に「ぐちゃぐちゃあそび」を行いました。外部講師の小田千尋
先生をお招きし、普段はむずかしいダイナミックな絵の具遊びをしました！手や足に絵の具をつけて紙
にスタンプしたり、スポンジを使って絵を描いたりと思い思いに楽しんでいました。また、自分の着ている
お洋服にも様々な絵の具を染め、オリジナルTシャツにしました。まさに「全身」を使って遊びました！

障がい児通所支援事業所

9月23日(水)に行事としてお好み焼き作りを行いました。当日は包丁やはさみで具材を切ったり生地を混ぜたり
とお友達と協力しながら進めました。「ぼく初めてだからできない」と戸惑うお子さんもいましたが、スタッフが
見本を見せて一緒に取り組み、お友達と励まし合いながら行うことで様々な作業に挑戦することができました。
今後も様々な活動を通して、「自分でできた！」という子どもたちの自信や達成感につなげていきたいと思います。

のびっこらんど田村 田村市（船引町）

お好み焼き作り!(̂ ^)!

10月31日(土)はハロウィンという事で、9月14日(月)から9月16日(水)にかけて未就学児さんの
集団活動で壁面製作を実施しました。子ども達も「どれにしようかな？」と色で迷っていましたが、自分
の好きな色を選び手形を取っておばけの手を作りました！紫色の画用紙におばけの体と帽子を
ステックのりで貼り、星の飾りをつけて完成させています！玄関の壁に飾ってあるので探してみてね♪♪

双葉地方児童発達支援センター 双葉郡（富岡町）

壁面制作(おばけ)
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おおくま共生園 田村市（船引町）

9月２２日（火）、スポーツクラブ活動として、仕事のあと利用者数名で市内のペタンク交流会に参加
しました！　初めて体験するペタンクは新鮮で、地域の方々と交流しながら楽しく体を動かすことができ
ました。普段とは違うスポーツを体験し、笑顔いっぱいの楽しい時間を過ごしました♪

ペタンク交流会に参加しました！

就労支援事業所・多機能型事業所

♫わたしたちの作業場ができました♪♪
せきれい いわき市（四倉町）

8月に常磐パッケージ内にせきれいの新しい作業場がようやく完成しました！！
のびのび作業できるようになり、これからも感謝の気持ちを忘れず、より一層常磐パッケージ様
と地域にたくさん貢献できるように精一杯がんばりたいと思います！

多機能型事業所 田村 田村市（船引町）
スポーツ大会に参加しました
10月3日（土）、田村市総合体育館にて令和8年度田村市障がい者スポーツ教室並びにスポーツ大会
に参加しました。フライングディスクやボッチャの競技を行いました。競技中はみんな笑顔で参加し、
また他の利用者さんが頑張っている時には一生懸命応援をしました。
皆さん爽やかな汗をかくことが出来て、充実した1日となりました！

南相馬市（原町区）グループホーム原町事業所

9月20日(日)は女子利用者さん、翌日9月21日(月・祝)は男子利用者さんでそれぞれカラオケ・食事会を開催しました。
カラオケ店は音響設備、照明が行き届き、大きなスクリーンに映像が映し出されたりミラーボールが回っていたりと思いっきり
歌いました。歌姫やカラオケキングの気分に浸りながら、一緒に歌い、拍手、飲食する中で一体感が生まれ、幸せな時間を過ごす
ことができました。まだその余韻が残っている皆さんです。

自治会活動の紹介

共同生活援助事業所

田村市（船引町）相談支援田村事業所

第46回福島県レクリエーション大会 ふくしまレクリエーションフェスタ2026
「ペタンク・ブール交流大会」参加
10月４日（日）、田村市滝根運動場で開催された「ペタンク・ブール交流大会」に、
相談支援田村事業所職員と田村・小野基幹相談支援センター職員と合同で参加しました。
「ペタンク」は、年齢や経験を問わず誰でも気軽に楽しめる屋外スポーツです。
2032年からは国民スポーツ大会の競技となる予定で、今後さらに注目が高まっています。
今回は、ペタンクのルールや競技方法を学ぶことを目的に参加し、実際に競技を体験

しました。「花組」というチーム名で参加した結果、見事優勝することができました。
今回の交流会を通して、ペタンクの楽しさや魅力を実感することができました。今後は、
学んだルールや楽しみ方を各事業所や利用者の皆さんにも共有し、交流や余暇活動の
一つとして楽しんでいただけるよう取り組んでいきたいと思います。

地域生活支援事業所

８月2４日（月）に楢葉町保健福祉センターで行われた『私たちの自己点検～強みを
生かす視点を身につけよう』の研修に参加をしてきました。
研修では「ゆでたまご」に例え、卵の黄身（対象者の目立つ部分、問題点）ではなく、周り
の白身（対象者の強み）の成長を促していく大切さを学びました。視点を変えることで、
利用者さんの持っている強みを活かしながら、本人を中心の生活を支援していく点を再
確認できました。また、私たち支援者側も自分の強みを意識することで、相手の強みを見つけ
やすくなることを聞き、自己点検を続けていく大切さを学び充実した研修になりまぬした。
事業所としてできることは限られているかもしれませんが、関係者と手を取り合って
地域生活を支えていく一人として、継続した支援を続けていきます。

いわき市（四倉町）相談支援双葉事業所

ゆで卵理論！？

南相馬市（原町区）相談支援相馬事業所
発達支援の基本とプロセスを学ぼう！体験しよう！
9月9日(水)、相双障がい保健福祉圏域連絡会人材育成部会で障がい児支援研修を開催しました。法人からは当事業所とのびっこ

らんど原町、のびっこらんど相馬の職員が研修の実施にスタッフや講師として関わり、県の研修を振り返りながら地域に伝えたい内容
について何度も打ち合わせを行いました。当日は法人内外の発達支援を行う事業所の職員さんにたくさん参加いただき、皆さんと一緒
に楽しく学び、交流が出来た1日でした。また来年も同様の研修が続く予定なので、更により良い企画をしていきたいと思います。

田村市（船引町）田村・小野基幹相談支援センター

第２回 「ここから」障がい当事者ピア活動
～ふくにじミュージックツアー～
（重層的支援体制整備事業）
7月31日（金）、田村市役所にて第2回 「ここから」障がい当事者ピア活動～ふくにじミュージックツアー～（重層的支援体制
整備事業）を開催しました。
重層的支援体制整備事業とは、世代や属性を超えて交流できる居場所や交流・参加・学びの機会を生み出し、地域住民一人

ひとりの暮らしを支え、地域をともに作っていく地域共生社会の実現を目指す地域づくり事業です。
当日は、第一部でピアサポーターについての人形劇を行い、第二部からは、シンガーソングライターつじむらゆみこさん、

ピアサポーターふくとんぼさんの音楽ライブと障がい当事者の生の声を届けていただきました。会場の皆さまで、音楽を楽しみ、
心地よい時間を過ごすことが出来ました。
今後も「ここから」は、地域の皆様と協働しながら、障害のあるなしに関わらず、地域の皆様が自分らしく暮らしていける地域
づくりに取り組んでまいります。

南相馬市（原町区）相双障害者就業・生活支援センター

令和8年度第1回ビアサポート発表＆
第2回在職者交流会
10月3日(土)、ピアサポート発表と在職者交流会を開催しました。第1部ピアサポート
では、子供のころ映画に魅せられ映画監督を目指した青春時代、地元に戻り心折れた
介護職時代、統合失調症の診断を受けこれまでの過去の苦しみに向き合えて安心した
こと。そして恵まれた環境で前を向いて自分らしく公私ともに充実した毎日を送って
いることを発表していただきました。多くの皆さんが発表に共感していました。
第2部交流会では、職種や休みの形態は異なるが自分のリフレッシュ方法や仕事の
やりがいなど２グループに分かれてグループワークを行いました。おすすめのYouTube
や地元の紅葉スポットなど皆さんで大変盛り上がっていました。

南相馬市（原町区）ワークスペース・アシスト

9月2日（水）　夏のイベント①
　海へカニ��釣りへ出かけました。利用者さん、自ら釣り竿を作り、餌はスルメイカで釣りスタート。
あちこちで、やった～　釣れたぞ～　大盛り上がり!(^^)!
9月15日(火)　夏のイベント②
　流しそうめんを開催!(^^)!　お昼ご飯に合わせ、そうめんを流し始めると、皆、口一杯に入れ
美味しそうに食べていました。夏のイベント、大成功となりました。

☆毎年恒例☆ 夏のイベント①②
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おおくま共生園 田村市（船引町）

9月２２日（火）、スポーツクラブ活動として、仕事のあと利用者数名で市内のペタンク交流会に参加
しました！　初めて体験するペタンクは新鮮で、地域の方々と交流しながら楽しく体を動かすことができ
ました。普段とは違うスポーツを体験し、笑顔いっぱいの楽しい時間を過ごしました♪

ペタンク交流会に参加しました！

就労支援事業所・多機能型事業所

♫わたしたちの作業場ができました♪♪
せきれい いわき市（四倉町）

8月に常磐パッケージ内にせきれいの新しい作業場がようやく完成しました！！
のびのび作業できるようになり、これからも感謝の気持ちを忘れず、より一層常磐パッケージ様
と地域にたくさん貢献できるように精一杯がんばりたいと思います！

多機能型事業所 田村 田村市（船引町）
スポーツ大会に参加しました
10月3日（土）、田村市総合体育館にて令和8年度田村市障がい者スポーツ教室並びにスポーツ大会
に参加しました。フライングディスクやボッチャの競技を行いました。競技中はみんな笑顔で参加し、
また他の利用者さんが頑張っている時には一生懸命応援をしました。
皆さん爽やかな汗をかくことが出来て、充実した1日となりました！

南相馬市（原町区）グループホーム原町事業所

9月20日(日)は女子利用者さん、翌日9月21日(月・祝)は男子利用者さんでそれぞれカラオケ・食事会を開催しました。
カラオケ店は音響設備、照明が行き届き、大きなスクリーンに映像が映し出されたりミラーボールが回っていたりと思いっきり
歌いました。歌姫やカラオケキングの気分に浸りながら、一緒に歌い、拍手、飲食する中で一体感が生まれ、幸せな時間を過ごす
ことができました。まだその余韻が残っている皆さんです。

自治会活動の紹介

共同生活援助事業所

田村市（船引町）相談支援田村事業所

第46回福島県レクリエーション大会 ふくしまレクリエーションフェスタ2026
「ペタンク・ブール交流大会」参加
10月４日（日）、田村市滝根運動場で開催された「ペタンク・ブール交流大会」に、
相談支援田村事業所職員と田村・小野基幹相談支援センター職員と合同で参加しました。
「ペタンク」は、年齢や経験を問わず誰でも気軽に楽しめる屋外スポーツです。
2032年からは国民スポーツ大会の競技となる予定で、今後さらに注目が高まっています。
今回は、ペタンクのルールや競技方法を学ぶことを目的に参加し、実際に競技を体験

しました。「花組」というチーム名で参加した結果、見事優勝することができました。
今回の交流会を通して、ペタンクの楽しさや魅力を実感することができました。今後は、
学んだルールや楽しみ方を各事業所や利用者の皆さんにも共有し、交流や余暇活動の
一つとして楽しんでいただけるよう取り組んでいきたいと思います。

地域生活支援事業所

８月2４日（月）に楢葉町保健福祉センターで行われた『私たちの自己点検～強みを
生かす視点を身につけよう』の研修に参加をしてきました。
研修では「ゆでたまご」に例え、卵の黄身（対象者の目立つ部分、問題点）ではなく、周り
の白身（対象者の強み）の成長を促していく大切さを学びました。視点を変えることで、
利用者さんの持っている強みを活かしながら、本人を中心の生活を支援していく点を再
確認できました。また、私たち支援者側も自分の強みを意識することで、相手の強みを見つけ
やすくなることを聞き、自己点検を続けていく大切さを学び充実した研修になりまぬした。
事業所としてできることは限られているかもしれませんが、関係者と手を取り合って
地域生活を支えていく一人として、継続した支援を続けていきます。

いわき市（四倉町）相談支援双葉事業所

ゆで卵理論！？

南相馬市（原町区）相談支援相馬事業所
発達支援の基本とプロセスを学ぼう！体験しよう！
9月9日(水)、相双障がい保健福祉圏域連絡会人材育成部会で障がい児支援研修を開催しました。法人からは当事業所とのびっこ

らんど原町、のびっこらんど相馬の職員が研修の実施にスタッフや講師として関わり、県の研修を振り返りながら地域に伝えたい内容
について何度も打ち合わせを行いました。当日は法人内外の発達支援を行う事業所の職員さんにたくさん参加いただき、皆さんと一緒
に楽しく学び、交流が出来た1日でした。また来年も同様の研修が続く予定なので、更により良い企画をしていきたいと思います。

田村市（船引町）田村・小野基幹相談支援センター

第２回 「ここから」障がい当事者ピア活動
～ふくにじミュージックツアー～
（重層的支援体制整備事業）
7月31日（金）、田村市役所にて第2回 「ここから」障がい当事者ピア活動～ふくにじミュージックツアー～（重層的支援体制
整備事業）を開催しました。
重層的支援体制整備事業とは、世代や属性を超えて交流できる居場所や交流・参加・学びの機会を生み出し、地域住民一人

ひとりの暮らしを支え、地域をともに作っていく地域共生社会の実現を目指す地域づくり事業です。
当日は、第一部でピアサポーターについての人形劇を行い、第二部からは、シンガーソングライターつじむらゆみこさん、

ピアサポーターふくとんぼさんの音楽ライブと障がい当事者の生の声を届けていただきました。会場の皆さまで、音楽を楽しみ、
心地よい時間を過ごすことが出来ました。
今後も「ここから」は、地域の皆様と協働しながら、障害のあるなしに関わらず、地域の皆様が自分らしく暮らしていける地域
づくりに取り組んでまいります。

南相馬市（原町区）相双障害者就業・生活支援センター

令和8年度第1回ビアサポート発表＆
第2回在職者交流会
10月3日(土)、ピアサポート発表と在職者交流会を開催しました。第1部ピアサポート
では、子供のころ映画に魅せられ映画監督を目指した青春時代、地元に戻り心折れた
介護職時代、統合失調症の診断を受けこれまでの過去の苦しみに向き合えて安心した
こと。そして恵まれた環境で前を向いて自分らしく公私ともに充実した毎日を送って
いることを発表していただきました。多くの皆さんが発表に共感していました。
第2部交流会では、職種や休みの形態は異なるが自分のリフレッシュ方法や仕事の
やりがいなど２グループに分かれてグループワークを行いました。おすすめのYouTube
や地元の紅葉スポットなど皆さんで大変盛り上がっていました。

南相馬市（原町区）ワークスペース・アシスト

9月2日（水）　夏のイベント①
　海へカニ��釣りへ出かけました。利用者さん、自ら釣り竿を作り、餌はスルメイカで釣りスタート。
あちこちで、やった～　釣れたぞ～　大盛り上がり!(^^)!
9月15日(火)　夏のイベント②
　流しそうめんを開催!(^^)!　お昼ご飯に合わせ、そうめんを流し始めると、皆、口一杯に入れ
美味しそうに食べていました。夏のイベント、大成功となりました。

☆毎年恒例☆ 夏のイベント①②
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今回は法人2地区の通所支援事業所の
取り組みを特集しました。地域ごとの特色

や支援の工夫が伝われば幸いです。また、10/31（土）
と11/1（日）開催のおひさまフェスも準備が進んで
います。皆さまのご参加を心よりお待ちしています。

編集
後記

　　　　　公益財団法人JKA様の補助により送迎用
車が納車（クリーニングのおおくま共生園）
　９月２４日、JKA様の競輪とオートレースの補助事業
により、日産セレナ８人乗りが納車されました。
　すわり心地もよく、また、女性職員でも運転しやすく、車体への表示もさわやかな
色合いで、利用者さんの送迎はもちろん、クリーニング品の納品回収にも大き
な効果が期待されます。

メモ・MEMO おおくま共生園

サービス内容としては、①児童発達支援
（未就学児）②放課後等デイサービス（小学生
から高校生）③保育所等訪問支援（幼稚園・
小学校等へ訪問しての助言）を３本柱とし
支援しています。また、ワンストップの相談
窓口を設置、ご家族や関係機関への学習会・
研修も行い、多方面から子どもの育ちを応援
する取り組みをしています。
　スタッフには保育士の他、看護師や医療的
ケア児等コーディネーターが在籍しています。
医療的ケアの必要なお子さんはもちろん、
どのお子さんにも、好きなこと・得意なこと
を活かした支援を心掛けています。

当法人が田村地区に児童通所事業所を開所したのは、平成22年のことです。それから１５年の間に４か所の
「のびっこらんど」が開設され、地域の発達支援を担うかたちとなりました。当事業所は、令和４年度から
「児童発達支援センター」として田村地区の基幹的な役割をしています。

ワークスペース・アシスト
令和8年7月15日（水）
東北労働金庫様より寄付を頂きました。
大切に使わせていただきます。

寄 付

〈 入 職 者 〉
多機能型事業所 田村　支援員

白　岩　綾　子
東洋健生園　支援員

栗　林　智　枝
田村・小野基幹相談支援センター　相談支援員

松　本　恵　子
東洋健生園　支援員

佐久間　祐誠

法人ホームページの
QRコード

2つの
事業所
紹介

特集 児童発達支援センターつくし

おひさまフェス2026 開催決定！

事業所
紹介




